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(57)【要約】
【課題】運転効率がよく、水熱交換器の凍結パンクによ
る破裂がなく、圧力異常上昇がない熱源機を複数台備え
る空気調和装置を提供する。
【解決手段】本空気調和装置は水熱交換器および流量調
整装置を備えた複数台の熱源機の運転状態情報に基づき
、熱源機の運転状態に応じて、熱源機全体の水の合計流
量を変えずに、停止中の前記熱源機の通水量を減少させ
、運転中の熱源機の通水量を増加させる。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
水を調温するための水熱交換器およびこの水熱交換器への通水量を調整する流量調整装置
を備えた複数台の熱源機と、
　この熱源機の運転状態を検知する運転状態検知手段と、
　この運転状態検知手段が検知する運転状態情報に基づき前記流量調整装置を制御する制
御装置とを備え、
　運転状態検知手段が検知する前記熱源機の運転状態に応じて、前記制御装置により、前
記熱源機全体の水の合計流量を変えずに、停止中の前記熱源機の通水量を減少させ、運転
中の前記熱源機の通水量を増加させることを特徴とする空気調和装置。
【請求項２】
前記流量調整装置による流量調整は、前記水熱交換器に給水するポンプの性能曲線を用い
たマイコンによる判断あるいは、前記各熱源機に設けた流量計からの流量情報または、各
熱源機に設けた差圧計からの圧力情報を用いて判断することを特徴とする請求項１に記載
の空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気調和装置に係り、特に水熱交換器により調温される調温水の通水量を調整
可能にした熱源機を複数台備える空気調和装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に大型の空気調和装置には熱源機が用いられ、この熱源機で冷却あるいは加熱され
る水を室内熱交換器に送り室内を空気調和する。
【０００３】
　熱源機は水熱交換器、圧縮機、四方弁、膨張弁、送風機、空気熱交換器で構成され、そ
れぞれの構成機器は冷媒配管にて接続されており、冷凍サイクルを形成している。大型の
空気調和装置は、このような熱源機を複数台設置して用いている（例えば、特許文献１参
照）。
【０００４】
　一般に、負荷変動に対応させるため、複数の空調熱源機器の水回路を並列に配置し、負
荷変動に合わせて、空調熱源機器の群制御を行なう方法が広く用いられている。
【０００５】
　図４に示すように、従来の空気調和装置１００は、水熱交換器１０１ａ、１０１ａ、１
０１ｂ、１０１ｂを有する熱源機１０２ａ、１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｂを複数台例え
ば４台備え、その各々の水回路１０３ａ、１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｂが並列に配置さ
れ、水回路１０３ａ、１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｂが合流する水回路系１０４には循環
ポンプ１０５が設けられる。
【０００６】
　ここで、熱源機１０２ａは運転中であり、熱源機１０２ｂは停止状態を示す。
【０００７】
　従来の空気調和装置の場合、運転中の熱源機１０２ａ、１０２ａには、停止している熱
源機１０２ｂ、１０２ｂと同じ量の水が流れる。
【０００８】
　従って、例えば、入口水温が７．８３℃の場合、各熱源機１０２ａ、１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｂから送られた水が合流した水回路系１０４（負荷側）の要求温度（例えば、
７℃）にするためには、運転している熱源機１０２ａ、１０２ａは、負荷側の要求温度よ
りも低い温度（例えば、６．１７℃）になるように運転しなければならない。
【０００９】
　このため、熱源機１０２ａ、１０２ａは要求温度よりも低い温度で運転（冷却運転の場
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合）あるいは高い温度（加熱運転の場合）する必要があり、運転効率が悪くなるといった
問題があった。
【００１０】
　また、負荷側の要求温度が低い場合には、水熱交換器１０１の凍結パンクといった故障
を招く恐れがあった。さらに、加熱運転時における運転圧力異常上昇を招く恐れがあった
。
【特許文献１】特開２００７－１６３０１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は上述した事情を考慮してなされたもので、運転効率がよく、水熱交換器の凍結
パンクによる破裂がなく、圧力異常上昇がない熱源機を複数台備える空気調和装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した目的を達成するため、本発明に係る空気調和装置は、水を調温するための水熱
交換器およびこの水熱交換器への通水量を調整する流量調整装置を備えた複数台の熱源機
と、この熱源機の運転状態を検知する運転状態検知手段と、この運転状態検知手段が検知
する運転状態情報に基づき前記流量調整装置を制御する制御装置とを備え、運転状態検知
手段が検知する前記熱源機の運転状態に応じて、制御装置により、前記熱源機全体の水の
合計流量を変えずに、停止中の前記熱源機の通水量を減少させ、運転中の前記熱源機の通
水量を増加させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る空気調和装置によれば、運転効率がよく、水熱交換器の凍結パンクによる
破裂がなく、圧力異常上昇がない熱源機を複数台備える空気調和装置を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態に係る空気調和装置について図面を参照して説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る空気調和装置に用いる熱源機の冷凍サイクルであり
、図２はその熱源機の概念図であり、図３は本発明の一実施形態に係る空気調和装置の概
念図である。
【００１６】
　図１および図２に示すように、発明の一実施形態に係る空気調和装置に用いる熱源機１
は、は水熱交換器２、圧縮機３、四方弁４、膨張弁５、送風機６、空気熱交換器７で構成
され、それぞれの構成機器は冷媒配管にて接続されており、冷凍サイクルを形成する。
【００１７】
　熱源機１は、水熱交換器２を用いて温調された水を作り出し、水回路系により室内側へ
送り出す。なお、本熱源機は、空冷式の熱源機のみならず、空気熱交換器７の代わりに、
水熱交換器を装備した水冷式の熱源機でもよい。
【００１８】
　図３に示すように、空気調和装置１０は、複数台例えば４台の熱源機１ａ、１ａ、１ｂ
、１ｂを備える。
【００１９】
　ここで、熱源機１ａは運転中であり、熱源機１ｂは停止状態であることを示す。
【００２０】
　各々の熱源機１ａ、１ａ、１ｂ、１ｂには水熱交換器２ａ、２ａ、２ｂ、２ｂおよび水
熱交換器２ａ、２ａ、２ｂ、２ｂに供給する水量を制御する流量調整装置１１ａ、１１ａ
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、１１ｂ、１１ｂが設けられ、水熱交換器２ａ、２ａ、２ｂ、２ｂおよび水熱交換器２ａ
、２ａ、２ｂ、２ｂは各々並列に設けられる水回路１２ａ、１２ａ、１２ｂ、１２ｂによ
り接続される。
【００２１】
　水回路１２ａ、１２ａ、１２ｂ、１２ｂが合流する水回路系１３には循環ポンプ１４が
設けられる。水回路系１３にはいずれも図示しない送風機を備えた室内熱交換器が接続さ
れる。
【００２２】
　空気調和装置１０はそれぞれの熱源機１ａ、１ａ、１ｂ、１ｂを一括制御する制御装置
１５を備える。
【００２３】
　この制御装置１５には、流量調整装置１１ａ、１１ａ、１１ｂ、１１ｂおよび循環ポン
プ１４が接続され、さらに、運転状態を検知する運転状態検知手段としての各々の熱源機
１ａ、１ａ、１ｂ、１ｂの圧縮機３に設けた電流計３ａが接続される。
【００２４】
　流量調整装置の具体例としては、インバータポンプや流量調整弁が挙げられる。流量調
整弁を用いると循環ポンプが必要となるが、インバータポンプを用いると循環ポンプを必
要としない。
【００２５】
　次に本実施形態に係る空気調和装置に用いる熱源機に流量調整制御について説明する。
【００２６】
　図３に示すように、冷却運転時、流量調整装置１１ａ、１１ａ、１１ｂ、１１ｂは、熱
源機１ａ、１ａ、１ｂ、１ｂの運転状態を検知し、この運転状態に応じて、制御装置１５
により、熱源機全体に供給される水の合計流量を変えずに、停止中の熱源機１ｂ、１ｂの
水熱交換器２ｂ、２ｂの通水量を減少させ、運転中の熱源機の水熱交換器２ａ、２ａの通
水量を増加させる。
【００２７】
　流量調整装置１１ａ、１１ａ、１１ｂ、１１ｂによる流量調整は、水熱交換器に給水す
る循環ポンプ１４の性能曲線（流量－揚程曲線）を用い、制御装置１５に備えられるマイ
コンにより演算し判断することで行われる。例えば、性能曲線は各種性能値をグラフとし
て表現したもので、横軸に流量、縦軸に揚程を取ったものであり、予め試験により循環ポ
ンプ１４の性能曲線を求めてＲＯＭに記憶し、水回路１２ａ、１２ａ、１２ｂ、１２ｂに
流れる水量を検知して、予め求めた性能曲線から流量が調整される。
【００２８】
　また、流量調整は、各熱源機の水回路に設けた流量計からの流量情報または水回路に設
けた差圧計からの圧力情報を用いて判断することもできる。
【００２９】
　具体的には、例えば、入口水温が７．８３℃のとき、停止している熱源機１ｂ、１ｂの
流量を５０％にし、運転中の熱源機１ａ、１ａの流量を１５０％にすれば、各熱源機１ａ
、１ａ、１ｂ、１ｂから送られた水が合流する水回路系１３が負荷側の要求温度（例えば
、７℃）にするためには、運転している空調熱源機１ａ、１ａは、出口水温が６．７２℃
になるように運転すればよい。
【００３０】
　本実施形態の空気調和装置において、停止している熱源機１ｂ、１ｂの流量を減少し、
運転している熱源機１ａ、１ａの流量を増加することができるため、運転している熱源機
１ａ、１ａは極端に低い温度（冷却運転の場合）あるいは高い温度（加熱運転の場合）で
運転する必要がなくなる。
【００３１】
　従って、運転効率の低下を防ぐことができ、また、冷却運転における水熱交換器の凍結
パンク、加熱運転における運転圧力異常上昇のリスクを低減することができる。
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【００３２】
　さらに、全体の合計流量を変えずに上述のような運転ができるため、システム全体とし
て安定した運転を継続することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和装置に用いる熱源機の冷凍サイクル図。
【図２】本発明の一実施形態に係る空気調和装置に用いる熱源機の概念図。
【図３】本発明の一実施形態に係る空気調和装置に用いる熱源機の流量調整状態を示す概
念図。
【図４】従来の空気調和装置用いる熱源機の流量調整状態を示す概念図。
【符号の説明】
【００３４】
　１…熱源機、２…水熱交換器、３…圧縮機、４…四方弁、５…膨張弁、６…送風機、７
…空気熱交換器、１０…空気調和装置、１１ａ、１１ｂ…流量調整装置、１２ａ、１２ｂ
…水回路、１３…水回路系、１４…循環ポンプ、１５…制御装置。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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